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痴呆性老人のロールシャツハ反応
一人間反応の検討一
員砂美紀・氏原 寛
Rorshach Responses of Age-related Dementia people 
一-An examination of human responses -
MIKI MANAGO and HIROSHI UJIHARA 
1 .はじめに
ロールシャツハ ・テス トは1921年， Hermann Rorch 
achによって作り出された投影法の心理テストである。
現在乙のロー ノレシャ yハ・テストは臨床現場で最もポピュ
ラーlζ使用されており ，精神分裂病やうつ病，神経症，
アルコ ノーレ依存症などiζ関する報告が今までにもかなり
の数にのぼっている。 Rorchach自身，機々な人聞に対
して乙のロ ノーレシャツハ ・テストを試行しており .老人
の事例も残されている。(精神診断学p.222-224 1)) 
ローノレシャツハ・テストによる本格的な老人研究が行
表l 平均年飴・知能検査の結果
年 齢
長谷川式 N式
痴呆ス ケーノレ院別機能検査
正常・老人税 M 82.5 31.1 93.2 
N =20 (SD) ( 5.23) ( 2.23) ( 4.55) 
痴呆老人群 M 81.0 19.5 69.7 
N=30 (SD) ( 5.67) (16，64) CI2.59) 
t検定 刻脈 事 調惨事 事
本本 P<O.OI 本** p <0.001 
表2 反応、数 ・反応、時間
なわれるに至るまでICは，その後かなりの時間がかかっ
た。 1950年，アメリカのAmesが初めて体系立った老人
のロー ノレシャ yハ研究を行なってからやアメリカの老人
人口の増加K押された形で ロー ノレシャツハ ・テストに
よる老人研究が始まったといえる。日本でも同様の形で
1960年頃より， ζのテストによる老人研究が増し，精神
老化指標の検討や，老人の精神機能の特質についての報
告がされてきている。(桑原 :19743(下仲:1978他刊
筆者は以前.痴呆性老人のローノレシャツハ ・テストの
結果を報告したの。その際，Amesの報告した ‘解剖反
応、の出現N がほとんど見られなかったことや，人間運動
反応が保持されていることについては遊べたが，乙乙で
は特IC，痴呆性老人のローノレシャ yハ反応で，人間反応
の持つ意味を考え，総合的な考察をしてみたい。
I.痴呆性老人のロールシャツハ反応(調査結果)
表 1-表8は筆者が行った痴呆性老人のローノレシャツ
ハ・テストの反応結果である。細かな部分は以前の結果
報告を参照されたいが，以下IC痴呆性老人の反応特徴を
示しておく。
1 ) 反応数は少なく，反応拒否，特に反応の失敗が目
R R e J Tl TIA T1C 
正常老人群 M 16.3 0.8 27.1 23.7 29.6 
N=20 (SD) ( 7.15) ( 1. 32) (18.40) (17.96) (18.76) 
痴呆老人群 M 12.6 1.7 19.0 17.1 21.2 
N=30 (SD) ( 4.00) ( 1，64) ( 8.06) ( 8.68) ( 9.53) 
t検定 * * ム ム
注) T 1 A=無採色図版の初発反応時間
TIC=色採図版の初発反応、時間
ムP<0.1 
* P <0.05 
???
-170一 児童学
表3 反応領域
可'1% D.'iぢ d形 Od% S.'iぢ
正常老人群 M 53.6 41.0 0.8 5.0 4.1 
N=20 (SD) (16.82) (13.48) ( 3.44) ( 4.90) ( 5.58) 
痴呆老人群 M 52.9 35.3 5.5 9.1 5.3 
N=30 (SD) (19.85) (16.10) ( 7.32) (11.12) ( 8.72) 
t検定 *本 ム
ムP<0.1 * * pく0.01
表4 反応決定因:形態反応 表5 反応決定因運動反応
F% F+% F • L M FM ロ1
正常老人群 M 52.4 80.9 1.0 正常老人群 M 1.6 3.0 0.9 
N =20 (SD) (22.78) (15.15) ( 0.26) N=20 (SD) ( 1. 60) ( 2.28) ( 1.89) 
痴呆老人群 M 65.9 62.5 0.6 痴呆老人群 M 1.4 1.5 0.4 
N =30 (SD) (18.50) (24.51) ( 0.41) N=30 (SD) ( 1.50) ( 1.36) ( 0.97) 
t検定 * * * *ホ* t検定 * 
注) F.'iぢ=¥んxlOO * p <0.05 * p <0.05 
F+%=弘x100 **P<0.01 
* * * P<O.OOI 
表6 反応決定因 .色彩反応
C' FC CF C 1:C 
正常老人群 M 0.3 0.8 1.3 0.2 1.9 
N=20 (SD) (0.57) (1. 07) (1.41) (0.49) ( 1.82) 
痴呆老人群 M 0.2 0.2 0.7 0.03 0.9 
N =30 (SD) (0.43) (0.43) ( 1.04) (1.83) (1.14) 
t検定 ど1 本
p <0.1 * P <0.05 
表7 反応決定因 ・陰影反応
K. k C 
正常老人群 M 0.4 0.8 
N =20 (SD) (0.67) (0.77) 
痴呆老人群 M 0.03 0.4 
N =30 (SD) (0.18) (0.72 ) 
t検定 6 
ムP<0.1
表8 反応内容
H A H5ぢ A.'iぢ CR P 
正常老人群 M 2.5 9.2 12.7 57.1 4.8 4.7 
N=20 (SD) (0.52) (3.49 ) ( 9.56) (17.58) (2.15) (1.27) 
痴呆老人群 M 3.0 6.9 20.5 52.9 3.8 3.0 
N=30 (SD) (2.14) (3.07) (14.19) (20.75) ( 1.39) (1. 68) 
t検定 * * *キ
* P <0.1 本*P<0.05 
( 2 ) 
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立つ。また，反応時間も早くなる傾向がみられる。
2) W傾向は強いが、 d%，Dd 労が高い。
3) F%は高いが，形態水準は低い。人間巡動反応は
比較的保持されている。色彩反応 ・陰影反応は共に
少ないが，図版中の色彩や濃淡への感受性はあり，
そのため反応出来ずに矩否となってしまう溺合が多
し、。
4) 人間反応は保持されている。
1) 2) 3)の結泉から.痴呆性老人の場合，特1<:認
知機能に障害が生じていると言える。精神の老化1<:伴
い， F%が高くなる乙とは従来報告されているが，その
形態反応的な物の見方，つまりク ロッバ一法の仮説から
すると.客観的な対象の犯握が乙とどとく難しくなり，
形態水準が極端に低下してしまうわけである。微少部分
への反応のパーセンテージが上り， 異常部分反応、も増す
など，反応領域の変化も，乙の認知機能の障害の現れと
考えられよう。そのため図版の色彩や猿淡1<:対する感受
性は持ち続けていながら.反応として表現する力もなく，
反応拒否や失敗となって表にあらわれてきてしまうので
ある。言わば痴呆という疾患のために，内界と外界をつ
なぐ装置が崩填してしまったような状態であると言えよ
つ。
乙のような観点から見ると，現実場面で痴呆性老人が
しているとんちんかんな言動は，乙の潰れた袋mのなせ
る伎であって，その背後』ζ生きた感情や情緒性の潜んで
いる可能性があると言える。
さて.乙乙で 4)の人間反応の保持という結果につい
てであるが，先にも述べたように，痴呆性老人の反応数は
少なく .平均して正常老人群の%しかなし、。にもかかわ
らず，人間反応の数が変わらぬために，人間反応のパー
センテージ (H%)が痴呆性老人群でかなり高くなって
いる。(正常老人群 12.7%，痴呆性老人群 20 . 5~的
Ames (1952)6)らの発達的研究Kよれば， H%li成
人で'24%，老化性痴呆症患者で17-5必という数値を報
告している。老化性痴呆疲忽省のH5ぢについてAmesは，
痴呆の程度と関係がなく，変化が大きいと述べており，
人間反応が精神的老化や痴呆によって，決定的な彩轡を
受けないことを示している。また，日本の研究において
も乙れと同織の乙とが報告されている。(平田:19677) 
下仲:1975，8)小野:19729) ) 
今回，痴呆老人詳でH9ぢがかなり高かったが.認知機
能』ζ障害を持つ痴呆性老人の心理状況を考える時， ζの
H%の高さは何を窓味しているのだろうか。
皿.痴呆性老人の人間反応について
(3) 
ローJレシャツハ ・テストは‘図版に何を見たか'より
も， 、図版をいかに見たか'という点から.パーソナリ
ティに関する重要な手がかりを得てきた。
Rorschach (1921)は反応内容については.単1<:被検者
の関心を持っと乙ろを示すだけで，人格面』ζ関する情報
を与えるとは思っていなかったと言う。しかし， Frank 
(1939)ら以後のロールシャ yハ研究家連は，反応内容
にも目をとめ，その内容が被検者の欲求やパーソナ リティ
ーの特徴を表わすと考えるようになった。最近では逆lζ
内容分析のノ引<:'l!きを置いた解釈もされているが，一般
には“いかに見たか"に注目する量的分析の後，“何を
見たか"を診る内容分析を行うのが普ー通になっている。
高橋らは，反応内容を分析したり解釈したりする際1<:，
3つの方法がある乙とを報告している。(高橋，北村，
198110)) 第 11<:は反応内容を例えば人間 ・動物とい
うように積類別に分類し，ある符;類の反応内容が表わす
意味をとらえるという方法である。第21<:はそれぞれの
反応が有する意味を見出そうとするもので，同じコウモ
リでも，‘獲物を求めて飛ぶコウモリ'か‘重い羽を降
ろしているコウモリ'かという，文脈からも検討する方
法である。そ して，第 31ζShafer(1954)の言う よう
な共通した主題を見つけてゆくという方法である。 ζ 乙
で第3の}j法は， 個人の内的な動きを事例研究として分
析してゆく場合1<:， 被検者のプロト コノレを系列的に眺め
ていく方法であるので，群悶比較を行った今回の調査で
は第3の方法ははずし，第 1，第2の}j法から.痴呆性
老人のローノレシャツハ ・プロトコルを検討する乙とlとす
る。
まず，第 lの方法1<:よる検討である。人間反応に閲す
る報告は，今までにかなりの数にのぼっている。人間全
体反応， Hは， 一般には人聞に対する興味や関心を現わ
す街標とdれてきた。 Fillips& Smith 1)は‘H
反応は必ずしも他人とのよき関係をあらわすのではない
が.他人への関心と感受性のあらわれであり， Hが予想
より多い場合は他人1<:対して非常に敏感iζなったり，過
度lζ批判的になったりする'と報告している。また，小
沢はMelli-Dworetzki(1956)のあげたM反応が生み
出されるための3つの条件， 1)プロットの構造を変化
させる心的能力が備わっている ζと 2)人間像につい
て分化したイメージを持っている乙と 3)衝動を自己
のうちに統合できる ζと のうち， 1)と 2)は必ずし
もMを産出する条件ではなく，むしろHやHdの産出条
件であると述べている。12)つまり，ローノレシャツハ図版
lζ人間像を見るためには，分析的な把侭力が必要である
と同時に，人1m像1<:対するイメージの強さが必要であり，
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人間への成熟した関心が要求されるという乙とである。 た人，などが多かった。
とζろが.他人への関心と感受性を示していながら Hdの反応はやはり人の顔が多い。痴呆が進んだ人の
人間関係を処理するlζあたって不安の存在する場合，ブ 中には，手，足のみを指摘する oligophrenic反応も見
ロット上に人間の全体像を見ることが難しく，人間部分 られ，痴呆の進行程度から，そのような反応の延長であ
反応.H d になってしまうと言われる。 一番理解しやす ると判断できる反応(例えばVlIカード，女の子の顔にみ
いのが人間像よりも人の顔がプロットによく見られる場 られる部分のみを顔と指摘する反応)もいくつかあった。
合である。 むしろブロ y 卜全体を使った真正面の顔が多く見られて
さらiζ，人間への関心を持ちながら，人間反応ほど社 おり，かつ，形態水準の悪いものも少なくなかった。さ
会的に成熟したものではない場合，人間像は現実の人間 らに白の指摘が多く，顔の反応K目を指摘する以外lζ.
ではなく，架空の人間像となる。 ζれが非現実人間反応， 、目玉'のみを反応する場合も見られている。
(H)であり，社会的に孤立して空想世界fC逃避する傾 非現実人間反応(H)については，人形が大半を占め
向をあらわすと言われている。 た。仁王やシャレコウベもあったが，一般成人に見られ
乙れらの人間反応の解釈に照らして，痴呆性老人の人 るような怪獣やオバケなどという反応は皆無で，イメ一
間反応を見てみることにする。 ジの中で非現実化した人間像というものではなく，むし
表9fζ痴呆性老人の人間反応を挙げてみた。やはりH ろ物fC近い反応ばかりであった。
反応が圧等的l乙多し、。今回の調査で見られた人間反応は 最後に非現実の人間部分反応 (Hd)であるが，とれ
H---54%. H d --28%. (H)・-135ぢ.(Hd) ---5% は少なく，そのほとんどが函である。鬼の面というのが
という割合であった。 Hで特に多いのは.2人の人が何 いくつかあったが，先のHdの項に挙げた， ‘人の顔'
何をしているという動作と結合を含んだ反応て、ある。乙 が、恐い顔P !eなるのと同様，面が、恐い面'から、鬼
れは. 1Iカード.mカード.VlIカー ドなど，比較的2人 の而'となったものだと恩われる。
の人間像を見られ易いカードに多く見られた。後は Iカ一 一方，表10は正常老人群の人間反応である。全体を割
ド中央部にダンスをしている人，やXカードに，服を着 合として見ると.H---76%. Hd --125ぢ.(H) --1296. 
表9 痴呆性老人の人間反応
人間全体反応 H 人間部分反応 Hd I非現実人間全体反応 (H)I非現実人間全体反応 CHd)
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。人の顔
。恐い顔
。目玉
。目
。人間の腹
。お姫様の顔 (X)
。笑っている顔 (X1 ) 
。帽子をかぶった人閣の
顕(咽)
。足
。頭
。顔
。体の半分
。鬼の面
。ぉ面
。人形さん
。床の飾り
。オモチャの踊り子
。仁王さん
。シャレコウベ
( 4 ) 
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表10 正常老人群の人間反応
人間全体反応 H 人間部分反応 Hd 
。もちつき(田) 。女の子の顔
。仰し合い (日) 。悪いおじいちゃんの顔
。色エのサムライ(よろい・ (IX) 
かぶと) (lV) 。顔
。到の人が寝乙ろんでいる
(V) 
。太銭をたたいてサンパを
している(1U)
。小人が2人踊っている
(1) 
。人が背中あわせ (v!) 
。チどもが向乙うから顔を
山している(V1)
。山のすそので人か木を切っ
ている(以)
。兇が2人何かとり合って
いる(聞)
。ピエロ 2入手あわせ (I)
。赤ちゃん(以)
。男女が握手している (U)
。サムライカ丸刈まっている
(IV) 
。人が両手をあげている
( 1 ) 
。児が中腰になって物を持つ
ている([1)
(Hd )・.0%で，やはりH反応が大半を占める。痴呆
性ィ巨人鮮と同様， U，日， VIカードiζ結合と運動を含ん
だ反応が多く見られる。 痴呆群では， ‘2人向き合って
やjかをしている'という内容のものが多かったが，正常
野ではさらに明Ii[化され， ‘サ ンパを踊っている・ 'UJ 
のすそ野で本を切っている。'等プロットκ適合して説
明されたものが多くなっている。
Hd反応、も痴呆群より明確化されたものが多仁 、女の
子の顔' ‘悪、いおじいちゃんの顔'等が反応として与え
られている。なお，恐い顔という反応は見られなかった。
(H)反応はお化け，人形等あり， 痴呆群と異なるの
は痴呆若手が物iζ近い人形という反応が多かったととに比
べ，正常老人鮮は‘ガイ骨が喜んで踊っているH 、人形
が踊っている'というように，運動反応と結ひ、ついたも
のが見られた点にある。 (Hd)の反応はなかった。
以上，正常老人群と痴呆性老人群の人間反応とを比較
してみたが.両1:$のさJj合を見ると，痴呆群ではHdの占
める割合が正常E草花比べて高いようである。おそらくは
器質的要因の影響が強いであろうが，日ゃ恐い顔という
ような脅かされる意識を現す反応の見られるのが特徴的
である。痴呆Jlfの人間全体反応は予想以上IC多く，痴呆
性老人か人への関心や感受性を有している一方で，また.
人間関係を処思するにあたり.不安を感じている乙とも，
( 5 ) 
非現実人間全体反応 (H) 非現実人間全体反応 (Hd)
。お化け
。人形
。ガ「イitが手tζ{百Iかを持つ
て話している
。ヵ。イ1i・のダンス
。人形さんが踊っている
。仁王
ζの結巣から明らかである。
さて，次lζ第2の方法lζよる分析であるが， Hd ILI民l
すると乙ろで既に内容の意味についても触れたので，乙
乙では特ILH反応を中心に検討をするととにする。
先iとも述べたとおり，痴呆群ILも2人の人聞を関係つ
けた反応が多く見られた。内容としては‘ダンスをして
いる' ‘仲のいい人がやーってやっている' ‘2人で何
かを持っている。(作っている。). ‘手遊びをしてい
るJ というような協調的なものが多い-}jで， ‘ケン
カをしているJ 、剣道をしているJ ‘相t震をしてい
る。'といった戦いのものも見られる。
正常老人群では乙れらの反応が見られた他， '1rCT合
わせ' ‘2人寝乙ろんでいる' 、男が2人中腹になって
物をさげているJ なと，状態像も多かった。
もちろん，乙れらの反応の2者の関係については，特
定伺人の心性がかなり強くあらわれている乙とを~'I.~せ
ねばならず，時Hζ痴呆群の反応 ・正常・群の反応、と区別し
て考えるのは厳密に言えば正しくなし、。だが.先IL見て
きた痴呆群の顔反応や自の指鏑の多さを与えると，協凋
的関係の反応、と，対立的関係の反応、が両方.しかも正常・
2干に比べて対立的関係の反応がよく見受けられた唄は.
痴呆性老人の人間関係を示す lつの特徴を示しているよ
うにも思えるのである。
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人間反応が人に対する関心や感受性を意味している乙 てくるために，現実を無視した勝手な思い込みゃ，状況
とは前K述べたが，協調的関係iζしろ対立的関係にしろ， にそぐわぬ言動が増し，周囲から見れば不適応きわまり
インクプロット IC:2人の人聞を認め，更に両者を関係づ ない状態となる。乙のような状態は周囲Kは現実とのつ
けるという作業は，人と人との関係に対して余程敏感で ながりを欠いてしまったかのように見えるのであるが，
なければできぬ事である。増して，痴呆性老人の場合， 痴呆性老人にとっての現実とのつながりは，客観的認識
認知能力は劣っており，インクフ事ロットの特徴をとらえ レベルではなく，もっと主観的なレベルであるようであ
て反応内容を明確化するという仕事は難しくなっている。 る。
にもかかわらず， 、剣道'や、もうすぐ口づけするがと 図 lは萱原 (J987)14)が表わした痴呆性老人の心の構
いう概念がインク像を見てイメージとして浮かんできた
のは，やはり 2人の人間の関係から連想されて生じてき
た反応であろう。インクプロットとイメージのつながり
の薄さを考えれば，与えられた反応内容はかなり主観的
なものであると言える。
しかし，実は乙の痴呆性老人の人間関係に対する主観
性の強さこそが，痴呆性老人と現実を結びつける手だて
となっているように恩われるのである。桑原(1974)は13)
老人の精神機能lζ関する報告のなかで，老人のインクブ
ロットへの乙だわりについて， 、プロッ卜は現実そのも
のであり，フeロy 卜への乙だわりは老人の現実参加への
努力のあらわれである。 ‘と述べている。そのような見
方をすれば，痴呆性老人が比較的人間像の見易い図版に
人間像を見，さらに2人の人間像を関係づけてとらえる
乙とは，痴呆性老人が現実とかかわる時，漠然とした人
への輿味や関心だけでなく，関係として，しかも相当主
観的な見方で，人とのかかわりを受けとめるという乙と
を意味しているように思う。
言わば，客観的認識力IL欠けても主観的人間関係によっ
て現実生活に根づくといった生き方である。顔反応や日
の指摘が多く見られたのも，乙の人間関係に対する敏感
さ故の結果であろうし，痴呆性老人の主観的な人間関係
に対する考えが，老人の現実生活への適応にかなり大き
な影響を与えていると言えよう。
IV.総合考察
今まで，痴呆性老人のロールシャツハ反応の結果につ
いて，特に人間反応、を中心κ考察をすすめてきた。その
結果，痴呆性老人の人間関係についてのかなり主観的な考
えが，痴呆性老人と現実とをつないでいるのではないか
という結論lC達した。
筆者は乙れまで，痴呆性老人が内的には豊かな部分を
筏しながら，認知機能の障害のために現実場面では上手
く生かされる ζとがなく，また，感情や安定感について
も感受性を有しながら表現できないままに終るため，日
常的な人間関係を持っととが難しくなると考えてきた。
痴呆を患った老人は，現実認識という点ではかなり劣っ
( 6 ) 
図1 痴呆性老人の現実とのかかわり
造図を参考にして，痴呆性老人の現実とのかかわりを模
式的Ic:表わしたものである。図の凸凹は障害による機能
欠損を示している。外部は知的能力，特iζ認知機能を表
しており，ロールシャ yハ ・テストの形態水準の低さに
見られるように，機能欠損が著しし、。また，感情や安定
感という部分は比較的保たれているにもかかわらず，認
知機能の障害のため，なかなか現実IC生かされるととが
ないと考えられる。客観的認識カは低下するため，現実
との結びつきも弱まりがちである。ととろが，乙乙lζ人
の存在があらわれ，痴呆性老人が関係を主観的にとらえ
ることで，現実との結びつきは強まり，また，内部に有
している感情や安定感が刺激されるというふうに考えら
れる。
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客観性を欠いた主観性が普通の人から見れば理解でき
ず，現実離れとして老人を葬ってしまうことも多いので
はないだろうか。その湯合，老人の内部IL残された情緒
性は否定され，認知障害とともに情緒性までもが劣えて
しまうという結果にもなりかねない。痴呆性老人はその
主観性ζそが現実との掛橋であるにもかかわらず，客観
的事実から乙の老人の主観性が否定された時，老人は
現実とつながる手段を失ってしまうと考えられる。室伏
(1986)15)は，老化性痴呆の医学的治療の臨床経験から，
痴呆性老人が虚構の世界Kしかと主きられず，その世界を
否定されると彼らの心はバラバラになるので，彼らの虚
構の世界を尊重する事が大切であると述べている。また，
f寺iζ介護の重要性をとりあげ，痴呆性老人の治療と進行
予防に人とのつながりがし、かに大切であるかを詳しく紹
介しているが，このような臨床場面からの報告も今回の
結果と一致する。
痴呆性老人の世界には人間関係が大きく影響している。
時々，痴呆性老人は人物を誤認し，息子を主人iと間違え
たり，介護者を母とみなしたりするし，自分の子どもで
も遠く離れてしまえば忘れてしまうかわりに，常日頃近
くにいる人は自分の子どもになってしまう。外からはと
んでもない見当識障害に見えるが，痴呆性老人にしてみ
れば，そのζとで母を生き委を生きているわけで，様々
な感情や安定感を得られるのだと考えられる。
V.終わりに
萱原(1987)は痴呆性老人に対する心理療法的アプロー
チを提唱し，精神分析論的立場から理論的考察を行った。16)
乙の中で萱原l丸 、認知機能の障害を持ちながらも，主
体が積極的に現実lζ適応しようとするのを，われわれが
いかlζ援助すればよし、かという点、について，埋論的 ・方
法論的lζ考える乙とが，老化性痴呆の臨床には必要であ
る"と述べている。
認知機能が低下し，客観的認識力が劣えるに加えて，
主観的認識のみによる現実参加には障害が多い。乙の防
警が痴呆性老人の内部にある情緒性を刺激し，感情コン
トロールがなされぬまま，対人関係を決定的に悪化させ
たり，また，情緒的活動を停止させてしま ったりする。
痴呆性老人が人間関係を主観的lζ受けとめる時，生じる
であろう感情を，周囲の人聞がどう処理するかというこ
とは，老人iζとって重要な問題になってくるであろう。
Positiveなものであれ Negati切なものであれ， ζの
感情を客観的事実のもとに否定されてしまうと，老人は
混乱し.不安定な状態に陥るとは考えられまいか。
痴呆性老人の人間関係に対する敏感さと，その時生じ
( 7 ) 
るであろう感情を，認知障害と主観性の強さという 2つ
の特徴をふまえた上で，全面的に受容し，老人の感情を
受けとめ，自我をサポー卜する ζとが，痴呆性老人の臨
床現場でζれから必要になってくるのではなし、かと恩わ
れるのである。
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Summary 
τne purpose of this study is to clarify the characteristics of age related dementia people in terms of their personality 
by Rorschach Test. 
ln addition to the elements which author have already reported， Human responses are examined. According to the 
result， H% of dementia group was higher than that of normal group， and the whole human response have formed the 
grea ter part. 
ln dementia group， two human figures which relate each other are often responsed at I and Vll Card. And the 
part human responses (ex. face， eye) are obs巴rv巴dthrough al Cards. 
The conclusion is: Age related dementia people stil have an empathy， and attitude of understanding the relationship 
of person as they want to. 
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